
農産物直売所の 2009年以降の後退とその要因に関する研究 

Study on the Factors in Regression of Farmers Markets since 2009 

 

森下 武子 

Takeko Morishita 

（農業経済学専攻・博士後期課程 2 年） 

 

農産物直売所（以下、直売所）は停滞する小売業の中で成長チャネルとして注目されて

おり、2009 年度には直売所数が 16,816 カ所、8,767 億円の販売規模に達している。直売所

は 1990年代頃から、生産農家グループが少量品や規格外の農産物を直売することで発展し

てきたが、2000年代以降は、後発参入した JA、道の駅、民間企業運営の大規模直売所と生

産農家運営の零細・小規模直売所の二極化が進展しており、零細・小規模直売所の淘汰や

大規模直売所への統合、大規模直売所間やスーパーとの競争激化が生じている。こうした

中で大規模直売所を中心に 2009年頃以降、直売所の売上高の減少や伸びの鈍化が見られる。 

本報告では、これまで成長を遂げてきた直売所が、2009年頃を境に大規模直売所を中心

に後退に転じた実態を明らかにし、更にその要因をマーケティングの 4P（場所、商品、価

格、販促）の視点から解明することを目的とする。直売所は地域農業・地域活性化に向け

て地産地消、6 次産業化への拠点として期待されており、近年の後退の実態とその要因の

解明は、今後の再成長への運営課題と事業展開のあり方を考察する上で有意義といえる。 

研究方法として、JC 総研、JA 全中、（財）都市農山漁村交流活性化機構、全国直売所

研究会、直売所 11 カ所（大規模 7、零細・小規模 2）の聴き取り調査と、直売所や周辺競

合スーパーの野菜価格調査を実施した。 

直売所の後退の実態として 11直売所の売上推移を見ると、2009年以降売上高が年率 5％

以上の直売所は 2009 年、2010 年新設の 2 店（JA）のみで、売上高減少の直売所が 4 店、

微増が 5 店である。売上高減少の 4 店は売上高 6 億円以上の大規模 3 店（JA2、生産者 1）

と零細規模 1 店、売上高が微増の 5 店は売上高 6 億円以上の大規模１店（道の駅）と売上

高 3億円前後の大規模 3店（民間企業 1、生産者 2）、小規模 1店（生産者）である。 

後退の要因をマーケティングの 4Pから解明した結果、①大規模直売所の品揃え拡大で、

大規模直売所間で、またスーパーとの比較で品揃えが類似化し、スーパーとの商品差別化

が十分でなくなってきた、即ち大規模直売所の商品優位性が低下、②消費者が安全志向か

ら価格志向に重点が強まる、③2009年以降スーパーが集客の目玉として国産野菜を特売し、

スーパーの安売り価格に対して直売所の低価格の強みが失われてきている、④大規模直売

所は価格競争をせず、品質向上や新品目・品種開発、こだわり商品・伝統農産物開発、地

場産比率向上、美味しい調理方法での食の提案などの商品差別化を志向しているが、実現

できていないことが後退の要因と判明した。これまで新鮮、安い、安全・安心な農産物の

豊富な品揃えで成長してきた直売所が、スーパーとの競争の激化と共に、大規模直売所を

中心に 2009年頃を境に商品・価格競争力が低下してきていることが明らかにされた。 


